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闘
字

界

展

望

近
代
中
圏
外
交
史
研
究
に
つ

い
て

l
l特
に
ア

ヘン

・
ア
ロ

l
商
政
宇
期
の

中
英
嗣
係
を
中
心
に
し
て
|
|

井

上

削
品
斤

H

占
企
↑
』

小
論
は
近
代
中
閣
外
交
史
に
附
す
る
従
来
の
研
究
成
果
を
回
顧
し
、
外
交
史

研
究
が
笛
面
す
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

主
要
な
封
伯
郡
を
ア
ヘ
ン

・
ア
ロ

l
耐
戦
手
が
起
き
た
十
九
世
紀
一二

O
J
五
0
年

代
、
…
ι

例
制
の
道
光

・
成
虫
附
朝
の
時
期
に
置
き
、
笛
該
段
階
の
中
闘
を
鋭
る
闘

際
側
係
に
出
じ
た
イ
ギ
リ
ス
の
役
刈
に
他
国
し
て
中
英
刷
係
を
中
心
に
考
え
て

み
た
い
。

我
が
闘
に
於
け
る
近
代
中
闘
外
交
史
研
究
の
歴
史
を
仮
り
返
る
と
、
既
に
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
縦
説
的
研
究
が
主
に
法
山
口
寸
畑
出
身
の
研
究
者
に
よ
っ

①
 

て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
一
面
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
外
交
史
に
針

す
る
反
省
乃
至
批
判
を
含
ん
で
い
た
が
、
他
面
省
時
の
日
中
側
係
を
背
景
に
書

か
れ
た
の
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
笛
附
の
中
閥
情
勢
に

力
貼
を
盤
く
あ
ま
り
、
十
九
世
紀
に
附
し
て
は
ご
く
簡
単
に
述
べ
ら
れ
る
に
す

ぎ
ず
、

し
か
も
内
容
的
に
は
、
一e
九
一

0
年
代
に
出
版
さ
れ
た

戸
∞
-
玄
o
Z
0
・

H
d
p
問
、
諸
問
問
、
さ
え
札
口
昌
白
』
勾
ミ
ミ
札
口
詰
伺
巴
¥
忌
町
内
と
詰
問
的
向
同
書
、
マ
デ

ω
〈

or・

ハ
ω
7
2
m
y巳・

5
H
0・
5
H∞〉
に
到
底
及
ば
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

正

な
状
況
下
に
中
閣
外
交
史
研
究
に
着
貨
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
の
が
矢
野
仁
一

氏
で
あ
る
。
明
清
時
代
に
於
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
閥
係
史
を
扱
っ
た

『
支
那

近
代
外
闘
関
係
研
究
』
(
弘
文
掌

一
九
二
八
)

を
始
め
、

『
近
世
支
那
外
交

史
』
(
弘
文
堂
一
九
三

O
)、
『
ア
ヘ
ン
戦
容
と
香
港
』
(
弘
文
堂
一
九
三
九
)
、

『ア

ロ
l
間相
手
と
幽
明
闘
』
(
弘
文
堂
一
九
三
九
)
な
と
一
連
の
外
交
史
研
究

を
氏
は
精
力
的
に
世
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
闘
す
る
中
悶
外
交

史
の
基
本
史
料
で
あ
る

『
告
緋
爽
務
始
末
』

を
利
用
で
き
な
い

段
階
に
あ
っ

て
、
氏
は

『
東
肇
録
』
、
『
清
史
稿
』
、
『
中
西
紀
事
』

な
ど
の
中
関
側
史
料
を
、

数
多
く
の
外
聞
側
史
料
と
照
ら
し
合
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
外
交
史
上
の
諸
事
質

を
口
説
的
に
追
究
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ア
ヘ
ソ

・
ア
ロ
l
雨
制
的?
を
遂
行
し
た

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
負
う
べ
き
道
義
上
の
責
任
を
解
明
さ
れ
た
。
今
日
向
、
矢
野

氏
の
一
迎
の
外
交
史
研
究
は
氏
の
他
の
業
績
と
と
も
に
中
闘
近
代
史
研
究
者
に

と
っ
て
紋
く
べ
か
ら
ざ
る
地
位
を
失
つ
て
は
い
な
い
。

さ
て
、
一
九
一ニ

O
年
前
後
に
中
闘
側
の
外
交
文
書
と
も
云
う
べ
き
足
川
緋
夷

務
始
末
』
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
外
側
側
史
料
に
多
く

を
依
存
し
て
い
た
外
交
史
研
究
に

一
大
制
機
を
粛
し
た
。
す
な
わ
ち
、
日
木
に

於
い
て
も

一
九
四

0
年
代
よ
り
こ
の
史
料
を

利
用
し
た
研
究
が
出
始
め
て
い

@
 

る
。
そ
の
先
剥
者
が
柏
町
捷
娩
氏
で
あ
る
。

『
側
際
法
外
交
雑
誌
』
を
中
心
に

活
叫
附
さ
れ
た
他
国
氏
は
、
法
慰
的
研
究
方
法
に

よ
り
中
関
外
交
史
と
取
組
ま

れ
、「
阿
片
戦
宗
論
」

H
口
同
(
『
関
係
法
外
交
雑
誌
』
第
四
二
容
第
一

J
一一一一腕、

一
九
四
三
)
、
「
南
京
縦
約
の
研
究
」
付
口
(
同
第
四
五
判
明
第
三
・
四
J
五

・
六

腕
、
一
九
四
六
)
な
ど
を
時
四
表
さ
れ
る
と
同
時
に
、
列
閣
の
階
盆
獲
得
史
、
就

③
 

中、

租
界
の
研
究
に
秀
れ
た
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
じ

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
叫
『
明
日
緋
爽
務
始
末
』
、
そ
の
『
術
巡
』、『
四
関
清
楢
』

な
ど
の
中
闘
側
の
新
史
料
、
さ
ら
に
は
外
関
側
の
未
公
刊
記
録
の
利
用
が
可
能
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と
な
り
、
研
究
の
個
別
化
、

級
密
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
我
が
園

に
於
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
は
必
ず
し
も
盛
ん
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
時
期
の
外
交
史
研
究
に
多
大
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
の

⑤
 

は
坂
野
正
高
氏
で
あ
る
。

坂
野
氏
は
植
田
氏
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
法
接
的
方
法
に
よ
り
、
魔

女
論
文
「
阿
片
戟
争
後
に
お
け
る
最
恵
閣
待
遇
の
問
題
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
』

第
六
鋭
、
一
九
四
七
)
を
始
め
、
閲
際
法
泉
を
分
析
の
武
器
と
す
る
一
連
の
外

交
史
研
究
を
後
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
坂
野
氏
が
特
に
精
カ
的
に
取
組

ま
れ
た
の
は
ア
ロ

l
戦
争
期
の
外
交
史
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
ア
ロ

l
戦
宇
と
は
ア
ロ
l
腕
事
件
を
設
端
と
す
る
中
闘
と

英

・
併
と
の
戟
容
で
あ
り
、
こ
の
結
果
と
し
て
締
結
さ
れ
た
天
津
線
約
(
一
八

五
八
年
〉
、
北
京
協
定
(
一
八
六
O
年
)
は
、
ア
ヘ
ン
貿
易
の
合
法
化
、
外
交

使
節
の
北
京
駐
鋭
機
、
開
浴
場
の
泊
加
|
l特
に
、
揚
子
江
流
域
の
開
放
が
重

要
l
ll
、
揚
子
江
の
航
行
緒
、
沿
岸
貿
易
槌
、
内
地
布
教
機
、
中
間
移
民
の
外

関
波
航
公
認
な
ど
、
列
強
の
縦
約
機
会
を
一
層
扱
大
し
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
、
戦
局
干
の
直
接
原
因
で
あ
る
ア
ロ
l

械
事
件
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
矢
野
前
掲
書
『
ア
ロ
1

載
容
と
国
明
園
』
が
事

件
の
経
過
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
不
笛
性
を
明
ら
か
に
し
、
最
近
で
は
、

]
・J
ヘ・

当
。
ロ
問
・
宏
、吋
F
o
メ

『

『

0
4
〈》

百
三
含
良
一

ω
同

g
Z
E
E
-e・L
h
b
h旬
、
語
、
山
包

S

F

凶

H
k
h
刊に
ア
〈
o
--
∞
・ロ
0

・ω
(
H

S
ご
が
イ
ギ
リ
ス
側
の
新
史
料
を
踏
ま
え
て
、

や
は
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
不
笛
性
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ア

ロ
1

戟
容
に
つ
い

て
は
、
右
に
あ
げ
た
矢
野
氏
の
研
究
の
ほ
か
、

。・

ω
-
F
E
z
-
E
ユF
同d
M

町内

、山ミ
DNt
ミ
ミ
s
s
n
p
N詰
白

(

「

o
E
2・
5
0
3・
Z
-
の
o
E
H
O『
-
hvh
H』
v
h
j

h

出
HHHSR出
向
。
P
N
諸
問
門
出
血
』
句
勾
|
包

(
E円
5
5
03
・
町
内
ζ
h
h
凡
な

S
吾

の
と
詰
h

h

出
向
』
白
色
ハ

E『
F
M

・
5
0
3、
耐
開
恭
級
「
四
国
天
津
篠
約
成
立
之
経
過
」

ハ
『
金
陵
筆
報
』
第

一
容
第
二
期
、
一
九
ご二

)
、
郭
斌
佳
「
威
駿
期
中
間
外
交

概
観
」
(
『
闘
立
武
漢
大
翠
枇
合
同
科
謬
季
刊
』
第
五
位
伯
第

一
期
、
一
九
三
五〉、

0
・

F
E官。
ω自
5
2
ι
向

者
-
H
N
・

F
E
Z-
3同
宮
内
ロ
ミ

2
3白
モ

白

コ

』白
白
血
|
』匂

S

P
E
E
P
H由印串
)
、
貌
建
猷

『第
二
次
鴻
片
戦
争
』
(
上
海
人
民

出
版
枇

一
九
五
五
〉
、
蒋
孟
引

『
第
二
次
回
相
片
戦
争
』
(
三
聯
書
庖
一
九
六

五)、

U
-
Z
E
E
-叫
d
E
hミ
bHC
胃
、
白
『
~
向
、

H
h
苫吃
0

・n
Eミ
認
の
む
詰
¥
ま
芯
竺

』白
白
血
|
』
白
色
。

(
Z
O語、
J

ヘ
OHr
・
5
2
)、
最
近
で
は
、
中
関
近
代
史
叢
書
『
第
二

次
回
柿
片
戦
字
』
(上
海
人
民
出
版
枇
一
九
七
二
)
、
天
野
元
之
助

「第
二
次
ア

ヘ
ン
戦
争
」
(『追
手
門
拳
院
大
盤
文
間
学
部
紀
要
』
第
八
鋭
、
一
九
七
四
〉
な
ど

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
コ
ル
デ
ィ
エ
氏
の
研
究
が
フ
ラ
ン
ス
側
の
事
情
に
詳
し

く
、
ま
た
、
ボ
ナ
7

・
ス
ミ
ス
氏
ら
の
研
究
が
イ
ギ
リ
ス
海
軍
史
の
立
場
か
ら

な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
あ
る
に
し
て
も
、
以
上
の
諸
研
究
は
縦
し
て
戦

字
経
過
、
係
約
交
渉
の
解
明
に
主
力
が
注
が
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
外
交
交
渉

を
主
な
る
研
究
劉
象
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
射
し
て
板
野
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
研
究
の
最
大
の
特
徴
は
、
外
交

交
渉
よ
り
も
む
し
ろ
劉
外
政
策
決
定
過
程
の
究
明
に
む
か
わ
れ
た
貼
に
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、

坂
野
氏
は
笛
該
段
階
に
於
け
る
清
朝
外
交
機
構
の
出
演
遷
過
程
に

注
目
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
銃
に
、
張
忠
級
、
陳
文
進
、
陳
飽
強
、

@
 

ω・
ζ
-
P
A
g
m
(
蒙
思
明
)
諸
氏
の
研
究
が
あ
っ
た
が
、
坂
野
氏
は
さ
ら
に
こ

の
問
題
と
本
格
的
に
取
組
ま
れ
、
「
『総
理
街
門
』
設
立
の
背
且
E
H口
同
(『闘

際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
一
容
第
四
腕
、
同
省
第
五
腕
、
第
五
二
容
第
三
披

一

九
五
二
J
五
三
)
、
「
天
津
係
約
三
八
五
八
年
)
調
印
後
に
お
け
る
清
閣
外

政
機
構
の
動
揺

|
|
欽
差
大
臣
の
上
海
移
駐
か
ら
米
国
公
使
ウ
ォ

l
ド
の
入
京

ま
で
」
付
伺
(『闘
際
訟
外
交
雑
誌
』
第
五
五
省
第
六
鋭
、
第
五
六
省
第
一
鋭
、

一
九
五
七
)
、
「
総
理
衛
門
の
設
立
過
程
」
(『
近
代
中
閤
研
究
』
第
一
輯
、
一
九
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五
八
)
、
「
北
京
に
於
け
る
針
露
交
渉
機
体
刑
の
閥
次
貌
|
|
天
津
係
約
(
一
八
五
八

年
〉
調
印
か
ら
一
八
六

O
年
五
月
ま
で
」
(『
近
代
中
図
研
究
』
第
三
嶋
、
一
九

五
九
)
と
い
う
一
連
の
『
総
理
街
門
』
研
究
を
殺
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
研
究
成
果
は

内Q』

h
凡玄苫ま拘口ρ、¥、「、凡
sE町
吋
師

=R苫h吃』
と
札
}
て、向ミ噂詰
町
詰

(
(のリ白
ヨ
『
円ユ』牛
問官0
.

玄
自
問

--Hg品
)
に
什
阿

賀

さ
れ
て
い
る
。

坂
野
氏
は
近
代
中
圏
外
交
史
を
「
近
代
的
閥
際
関
係
の
中
へ
強
制
的
一-一
編
入

さ
れ
た
醤
中
閣
の
反
媛
、
適
憾
の
過
程
」
と
抱
ら
え
、
線
型
街
門
を

「
か
か
る

①
 

意
味
で
の
反
階
段
、
適
彪
の
政
治
的
通
路
」
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
宮
崎
市

定
氏
に
よ
っ
て
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

ア
ロ
l
戦
争
を
綴
る
「
和
卒
波
」
と

@
 

「
主
戦
級
」
と
の
樹
立
を
、

滋
時
の
消
朝
政
府
内
部
の
継
力
闘
係
と
外
脈
一と
の

力
事
的
闘
係
の
中
じ
、
よ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
「
和
卒
波
」
を
機
構
化
し
た

も
の
と
し
て
の
総
理
術
門
の
成
立
過
程
を
克
明
に
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
同
じ
く
坂
野
氏
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
中
岡
政
策
決
定
過

程
に
闘
す
る
重
要
な
指
摘
を
あ
げ
よ
う
。
そ
の
第

一
は
、
常
該
段
階
に
於
い
て

イ
ギ
リ
ス
の
中
尉
政
策
を
基
本
的
に
方
向
つ
け
た
中
岡
市
場
の
ポ
テ
ィ
ン
シ
ャ

リ
テ
ィ
l
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
中
関
市
場
の
ポ

テ
ィ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
高
く
許
似
し
、
そ
れ
が
積
磁
的
な
中
閥
政
策
を
生
み

だ
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
所
謂

『
ミ
ッ
チ
ェ
ル
限
告
』
を
契
機
に
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
こ
の
『
一脚
話
』
化
し
て
い
た
中
関
市
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
再
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
』
に
つ

い
て
は
、
同
時
代
人
マ

ル

ク
ス
が
こ
の
報
告
に
注
目
し
て
よ
り
以
米
、
我
が
闘
に
於
い
て
も
近
年
、
術
藤

空
間
、
田
中
正
陶
ら
の
諸
氏
に
よ
る
研
究
が
後
表
さ
れ
て
中
園
枇
倉
純
一
均
史
の

⑪
 

分
野
で
論
議
を
よ
ん
で
い
る
こ
と
は
こ
こ
で
述
べ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
坂
野
氏
は
、
恐
ら
く

Z
・
〉

-
H
M
o
r
o
i
F
Oミ
n
p
m
E
同
白
詰
礼
的

司
豆
急
句
、
ロ
ミ
命
誌

。
込
町向

(Z
2、
〈

2
F
H宏
∞
)
を
参
照
さ
れ
た
こ
と
と

推
察
す
る
が
、
「
い
わ
ば
ミ
ッ
チ
ム
ル
報
告
的
思
考
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、

@
 

十
九
世
紀
後
牢
の
英
脳
外
務
省
の
射
撃
政
策
を
規
定
し
た
」

と
述
べ
ら
れ
、

『
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
』
を
契
機
と
す
る
中
闇
市
場
の
ポ
テ
ィ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー

に
射
す
る
イ
メ
ー
ジ
嶋
換
が
イ
ギ
リ
ス
の
中
園
政
策
を
も
仰
換
せ
し
め
た
と
し

て
、

『
ミ
y

チ
ェ
ル
報
告
』
の
外
交
史
上
に
於
け
る
意
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

ま
た
波
野
氏
は
、

「
笛
時
、
外
園
側
こ
と
に
英
図
側
の
笛
局
者
の
理
解
の
仕

方
に
は
、

(
中
略
〉
清
朝
の
政
治
構
造
を
中
央
集
機
的
と
み
る
見
方
が
支
配
的

で
あ
っ
た
。
外
闘
側
こ
と
に
英
闘
が
外
交
使
節
の
北
京
常
駐
を
強
く
要
求
し
た

の
は
、
使
節
を
北
京
に
常
駐
さ
せ
れ
ば
、
北
京
政
府
に
直
接
に
説
得
に
よ
る
外

交
的
な
勝
一力
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
北
京
政
府
を
し
て
地
方
官
憲
を
動
か
さ

せ
て
係
約
継
に
お
け
る
係
約
を
守
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

⑬
 

る
」
と
漣
べ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
外
交
使
節
の
北
京
駐
制
機
の
強
い
要
求

を
、
清
朝
政
治
構
造
が
中
央
集
地
的
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
説
明
さ
れ

る
と
と
も
に
、
こ
の
イ
メ

ー
ジ
と
前
述
し
た
中
闇
市
場
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
と

に
規
定
さ
れ
、
イ
ギ
リ

ス
の
中
関
政
策
が
従
来
の
砲
艦
政
策
と
は
巡
っ
た
、
外

交
使
節
の
外
交
的
医
力
を
中
心
に
据
え
た
新
し
い
政
策
へ
と
縛
換
し
た
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
従
来
の
外
交
交
渉
中
心
の
外
交
史
研
究
に
針
し
て
、
坂
野
氏
が
針
外

政
策
決
定
過
程
中
心
の
研
究
に
秀
れ
た
業
績
を
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
重
要
な
指
摘

を
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
氏
の
研
究
に
も
問
題
貼
は
な
く
は

な
い
。
そ
れ
を
窺
い
知
る
最
も
好
い
例
と
し
て
、
外
人
税
務
司
に
射
す
る
坂
野

氏
の
理
解
に
限
を
向
け
て
み
よ
う
。

南
京
係
約
に
よ
っ
て
開
港
し
た
五
港
の
う
ち
、

外
闘
貿
易
が
飛
機
的
に
伸

-118ー
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び
、
遂
に
は
賢
東
を
ぬ
い
て
外
図
貿
易
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
上
海
で
あ
る
。

こ
の
上
海
に
於
い
て

一
八
五
四
年
に
外
人
税
務
司
制
度
が
成
立
す
る
。
こ
こ
で

外
人
税
務
司
制
度
成
立
の
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
る
暇
は
な
い
が
、
要
す
る
に
こ

の
制
度
は
税
関
事
務
を
外
人
の
税
務
司
に
委
任
す
る
も
の
で
、
の
ち
に
天
津
傑

約
附
風
通
商
規
則
に
よ
っ
て
全
開
浴
場
に
適
用
さ
れ
、
税
務
司
を
統
幣
す
る
線

税
務
司
が
あ
ら
た
に
設
置
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
外
人
税
務
司

・
線
税
務
司
に

占
め
る
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
は
紹
大
で
、
特
に
総
税
務
司
は
歴
代
イ
ギ
リ

ス
人
の

濁
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
か
ら
も
こ
の
制
度
は
中
英
閥
係
史
上

に
見
逃
し
え
な
い
存
在
で
あ
り
、
ま
た
総
税
務
司
は
総
理
街
門
に
直
属
し
て
い

た
か
ら
、

総
理
街
門
理
解
に
も
無
視
し
え
な
い
要
素
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

ω・司
・
者
ユ
岡

Z
-N同
白
ミ
白
ミ
H
F
同
門りと
苫
司師向
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M

円目白悼法師

(回
巳
F
M
f
H由
印
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γ
』・田内
・
明
白
町
『
ωロ
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叫
d
M

、白九
時
白
苫
札
り
な
な
a

H司
白
円
河
口
詰
町
、
h

同
町
、
H凡
諸
島
町
口
同
ト同
町
~
同4』
HAw
--守
同
誌な
H
h
b
¥
H
F
同
吋司、
h
h
ご
司
、ミ、町的

出品
N
l
d
仏・

M
g
r・
(の
ω自『『

-tp
玄
俗的師

-
L
8
3、
金
城
正
篤
ご
八
五

四
年
上
海
に
お
け
る
《
税
務
司
》
の
創
設
|

|
南
京
縦
約
以
後
の

中
英
貿
易

と
税
務
司
創
設
の
意
義
||
L
(『
東
洋
史
研
究
』
第
二
四
谷
第
一
腕
、

一
九

六
五
〉
、

】・】
・
0
2
8
P
同
也
、
白
H
S

ミ
ミ
包
苫

h
E
l
y

ミ
ミ

h

g
色
町
ミ
之
助
骨

勾
ミ
ミ
札
口
ま
』
忠
弘
|
混
血
仏
(
の
ω
E
r『広岡
0

・
玄
山
田
国

-
L
3
3
が
あ
る
。

ま
ず
、
フ
ェ

ア
パ
ン
ク
氏
は
開
港
後
の
五
滋
情
勢
を
考
察
し
な
が
ら
、
特
に

上
海
に
於
け
る
外
人
税
務
司
制
度
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
次
に
ガ

1
ス
ン
氏
は
上
海
外
人
税
務
司
安
勤
め
、
の
ち
初
代
総
税
務
司
と
な
っ
た
ホ
レ

イ
シ
オ
・
ネ
ル

ソ
ン

・
レ
イ
に
つ
い
て
、
ま
た
ラ
イ
ト
氏
は
、
二
代
目
線
税
務

司
ロ
パ
ー
ト
・
ハ
l
ト
に
つ
い
て
、
各
々
そ
の
公
的
活
動
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

さ
て
、
以
上
の
三
氏
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
制
度
は
中
幽
官
僚
の
腐
敗
を

除
去
し
、
政
府
の
関
税
収
入
を
確
保
す
る
と
共
に
、
中
閣
と
西
洋
と
い
う
異
質

な
「
種
制
」
の
接
燭
に
不
可
避
な
衝
突
を
緩
和
す
る
「
潤
滑
油
」
乃
至

「
緩
衝

器
」
の
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
坂
野
氏
も
こ
の
立
場
に
た
た

⑬
 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
金
城
氏
は
、
近
代
中
閣
の

「
宇
植
民
地
」
化
過
程
と
の
関
連

か
ら
こ
の
制
度
を
考
察
さ
れ
、
外
闘
が
中
閣
の

「
宇
植
民
地
」
化
を
す
す
め
る

際
に
こ
の
制
度
が
演
じ
た
政
治
外
交
的
役
割
を
こ
そ
重
税
す
べ
き
で
あ
る
と
論

じ
ら
れ
て
フ
ェ
ア
，
ハ
ン
ク
氏
ら
の
見
解
を
批
刷
列
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、

こ
の
制
度
に
は
相
違
す
る
こ
つ
の
見
解
が
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
こ
の
制
度
が
近
代
中
圏
外
交
史
、
就
中
、
中
英
関
係
史
上
に
占
め
た
役

割
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
理
解
の
相
違
は
軍
に
こ
の
制
度
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ア
ヘ
ン
戟
字
以
来
の
近
代
中
閣
外
交
史
研
究
に
閥
わ
る
重
大
な
問
題

を
提
起
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
わ
れ
わ

れ
は
次
に
、
近
代
中
閣
外
交
史
の
起
鮎
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
ア
ヘ
ン
戦
争
に
闘

す
る
研
究
状
況
を
姐
上
に
の
ぼ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

-119ー

近
代
中
園
外
交
史
の
起
鮎
で
あ
る
ア
ヘ
ン
整
宇
(
一
八
三
九
J
四
二
伸
)
は

亦
、
中
国
近
代
史
の
開
始
期
と
も
見
倣
さ
れ
て
い
る
重
要
な
事
件
で
あ
る
。

し

た
が
っ
て
、
こ
の
戦
争
に
闘
す
る
研
究
は
非
常
に
堕
富
で
、
従
来
様
々
な
視
角

か
ら
追
究
さ
れ
て
き
た
。

ア
ヘ
ン
戟
手
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
前
史
と
も
い
う
べ
き
十
七
世
紀
以
来
の

中
英
通
商
関
係
史
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
戦

前
に
は
、

〉
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R
m
gf
k
A詰
同目白
'
n
p
t
誌
な
向
。
q
S
遣
問
、
門
司
白
一再
A
b
e
~
?

苦情白円見
(
O

M
『。ぇ・

E
0
3・
Z
-
∞-
Y
A
O
『臼
0

・同，
p
h
n
p
E
苫比三
時的巴
¥
H
F
同
同
E

H

H
芯

h
R
n
q
S』
v
b
ミ
吋
ミ
九
S

h

芯
の
と
き

~
s
ul
』司
法
-
切
〈

or・(
O

H
『O
『門戸

H

由民
I
N
S・開
-
Z・
間
三
宮
}
高
三
ω

叫，
P
向
。
『
宮
町
凡
白
目
州
、
同
局
可
師
ロ
¥
同
町
白
之
、
与
詰

Eba



120 

npH苫
同
h
h
PE
E
P
』討
。
|
』白
8

3
三
一
ヨ
白
P
者
2
7百
四
月

O
P
5
8)、

張
領
国
田
「
湾
代
田
制
片
賊
舗
前
之
中
西
一
沿
海
凋
商
」
(
『
一
向
華
忽
F

報
』
第
一

O
山知
第

一
期
、
一
九
三
五
〉、
藤
田
正
典

「
十
七

・
八
世
紀
に
於
け
る
英
支
涌
商
関
係
」

(
『
東
亜
論
叢
』
第
一
抗
、
一
九
三
九
)
、
百
瀬
弘

・
沼
田
制
雄
『
近
代
支
那
と

英
士
口
利
』
(
鐙
客室百
院

一

九

四

O
〉
、
戦
後
に
は
、
英
倒
産
業
資
本
主
義
の
設

展
を
踏
ま
え
た
松
田
智
雄
『
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
東
洋
』
(
日
本
評
論
松
一
九

五
O
)、
術
藤
縦
士
口
「
阿
片
m相
手
以
前
に
お
け
る
英
闘
商
人
の
性
絡
」
(『
東
洋

文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
冊、

一
九
五
二
)
、
ジ
ャ

ト
テ

ィ
ン

・
マ
セ
ス
ン
商

舎
の
保
存
記
録
を
利
用
し
た
玄
・
。

32za-切
ミ
h
a
h
H

吋
ミ
色
町
民
主
H
P
向

。
ミ
ミ
苫
h
b
L『
n
E
E
b
・
~h
gl
ぷ
N

(
の
曲
ヨ
智
正
問
。
L
S
H)
が
あ
る
。
ま
た、

ア
ヘ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
の
針
イ
ン
ド
、
針
中
関
閥
係
に
於
い
て
不
可
飲
な
「
商

品
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
指
摘
が
あ
る
が
、

。
開
・
0
君。
P

旬
、九
凡な
P

O

K
X
h
h
wz

、

己
目

R
n
h
s
n
p
S白
白
昌
弘
ご
ミ
芯
(
Z
O
毛

z
zop
】由
ω
hF
)

が
今
日
向
、
最
も
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ

ス
(
H
東
イ
ン
ト
曾
枇
)

の
ア
ヘ
ン
政
策
は
そ
れ
ま
で
出
超
だ

っ
た
中
図
の
貿
易
牧
支
を
入
超
に
し
、
そ

の
結
果
た
る
銀
の
流
出
は
所
澗
「
銀
賞
銭
賎
」
現
象
を
生
み
出
し
、
こ
こ
に
中

国
世
曾
は
ア
ヘ
ン
の
筈
務
と
相
侠
っ
て
未
曾
有
の
混
慌
に
陥
っ

た
c

こ
れ
に
閥

し
て
は
、
小
品
川
文
夫

「
泊
代
に
お
け
る
銀

・
銭
比
似
の
鑓
動
」
(『
支
那
研
究
』

⑮
 

第
二
二
放
、
一

九
三
O
)、
佐
々
木
正
哉
「
阿
片
戦
字
以
前
の
通
貨
問
題
」
(『
東

方
向
ご
第
八
輔、

一
九
五
山
)
、
来
新
一良
「
約
片
験
手
前
後
銀
賞
銭
賎
的
情
況

和
影
響
」
(
『
歴
史
数
撃
』

一
九
五
六
年
第
九
期
)
、
彰
潔
盆
「
鴻
片
戦
後
十
年

間
銀
賞
銭
賎
波
動
下
的
中
関
経
隣
輿
階
級
聞
係
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
六

一一年

第
一
期
)
な
と
の
研
究
が
あ
る
。

一
八
三
三
年
に
東
イ
ン
ド
曾
枇
の
釣
中
閥
貿
易
羽
占
椛
が
撤
時
服
さ
れ
、
所
謂

「
自
由
貿
易
」
の
波
が
中
闘
に
押
し
寄
せ
た
が
、
こ
れ
に
劃
す
る
中
闘
は
従
来

の
賢
一
央
公
行
制
度
に
固
執
し
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
か
か
る
制
度
と
そ
れ

に
密
接
に
関
連
す
る
中
華
貴
熱
的
外
交
の
打
破
を
強
く
詫
ん
だ
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
グ
リ
ー

ンハ

l
グ
前
損
害
、
術
藤
前
拐
論
文
、
同
「
砲
舵
政
策
の
形
成

|
|
一
八
三
四
年
清
闘
に
針
す
る
|
|
」

公
園
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
三
谷
第

⑪
 

三
鋭
、
一
九
五
四
)
が
あ
り
、
ま
た
街
東
公
行
制
度
に
つ
い
て
は
、
梁
嘉
彬

『蹟
東
十
三
行
考
』
(
商
務
印
書
館
一
九
三
七
)
、
彰
潔
盆
「
清
代
昨
聞
東
洋
行
制

度
的
起
源
」
(『歴
史
研
究
』
一
九
五
七
年
第
六
期
)
、

佐
々
木
正
哉

「号
海
闘

の
隔
規
」
(
『
東
洋
製
報
』
第
三
凶
谷
第

一
・二
・三
・四
合
併
鋭
、

一
九
五
二
)、

内
田
直
作

「清
代
の
貿
易
獅
占
機
桃」
(『成
城
大
事
経
済
研
究
』
第
五
J
六
鋭
、

一
九
五
六
)
な
ど
が
あ
る
。

一
八
三
0
年
代
の
中
英
樹
立
は
林
則
徐
の
ア
ヘ
ン
波
枚
、
焼
却
と
い
う
中
園

側
の
鍛
禁
政
策
を
直
接
の
契
機
と
し
て
ア
ヘ
ン
戟
宇
に

エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
。

こ
の
間
の
清
朝
政
府
内
部
に
於
け
る
ア
ヘ
ン
針
策
を
綴
る
「
般
禁
振」

と
「
弛

禁
汲
」
と
の
劉
立
に
つ
い
て
、
矢
野
仁

一
「
黄
前
滋
及
び
林
則
徐
の
鴻
片
奏
誌

に
つ
い
て
」

(『高
瀬
博
士
遠
隔
阿
記
念
支
那
摩
論
叢
』
(
弘
文
堂
一
九
二
八
)
、

来
新
夏
「
釈
片
級
品守
前
消
政
府
的

。禁
煙
問
題
v

」
(『
南
側
大
間
町
一-mf報
』
(人
文

科
翠
)
第

一
期
、

一
九
五
五
〉
、
田
中
正
美

「
ア
ヘ
ン
載
宇
時
期
に
お
け
る
抵

抗
汲
の
成
立
過
程
|
|
ア
ヘ
ン
針
策
を
め
ん
へ
っ
て
」
(『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
研

究
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
六
七
)
が
あ
る
。

戦
宇
は
終
始
軍
事
力
の
ま
さ
る
英
側
側
の
優
勢
下
に
す
す
み
、

結
局
、
南
京

佐
保
約
の
締
結
(
一
八
四
二
年
)
と
な
る
が
、
戟
字
経
過
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の

モ
l
ス
の
吋
P

句
、
苫h
h
h
、詰
白
円
札
口
廷
に
勾
h
~
q
H
H
b
H
H
M

ロ¥九岳
向
。
P
H
H
h
h
M
由
阿
国
話
、
マ
ア

〈

O

F

H
、
矢
野

『
ア
ヘ
ン
戦
宗
と
香
港
』
、
植
田
「
阿
片
戟
争
論
」
の
ほ
か
、
挑

議
元

『
回
初
片
載
容
史
質
考
』
(
新
知
識
出
版
一
位

一
九
五
五
円
郭
廷
以

『
近
代

中
闘
史
(
第
二
船
〉
』
(
商
務
印
書

館

一

九
四
O
〉、

門
uzazEM-官
。

〈張
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馨
保
)
-
n
b遣
さ
な
な
諸
問、

h
t諸
白
潟
、
う

ph
o
b
s苦
唱
で
向
、

(
p
sfMLm0・

P
A
g臼
よ

H
g
S
、
が
あ
り
、
ま
た
、
南
京
係
約
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
研
究

が
鯛
れ
て
い
る
が
、
植
田
前
掲
論
文
「
南
京
線
約
の
研
究
」
、
同
「
績
南
京
係

約
の
研
究
」
(
『
闘
際
法
外
交
雑
誌
』
第
四
六
轡
第
三
鋭
、
一
九
四
七
)
、
英
修
道

「
一
八
四
二
年
南
京
係
約
に
つ
い
て
|
|
本
線
約
項
お
よ
び
附
属
文
書
内
容
、

治
外
法
理
墳
に
綱
す
る
研
究
」
(『
法
向
学
研
究
』
第
二
二
省
第
一
鋭
、
一
九
四

九
〉
が
特
に
詳
し
い
。

南
京
係
約
に
よ
り
厨
東
公
行
制
度
は
打
破
さ
れ
、
開
港
場
も
五
港
に
増
加
さ

れ
た
。
と
同
時
に
、
引
結
い
て
締
結
さ
れ
た
中
英
虎
門
第
追
加
線
約
(
一
八
四

三
年
)
、
中
米
望
慶
篠
約
(
一
八
四
四
年
)
、
中
悌
策
捕
係
約
(
同
)
は
、
中
園

に
と
っ
て
領
事
裁
剣
機
(
治
外
法
機
)
、
協
定
閥
税
(
閥
税
自
主
槌
の
喪
失
)
、

片
務
的
最
悪
闘
待
遇
を
領
粁
と
す
る
不
卒
等
後
約
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
ア
ヘ
ン
載
容
研
究
史
を
概
観
し
て
み
る
と
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の

歴
史
的
諸
事
貨
の
確
定
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。
し
か
し
、

筆
者
が
こ
こ
で
前
述
し
た
問
題
意
識
か
ら
問
題
に
し
た
い
こ
と

は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
劃
す
る
理

解
に
次
に
述
べ
る
よ
う
な
大
き
な
相
濯
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か

る
相
違
を
生
み
だ
す
よ
う
な
研
究
状
況
の
解
明
こ
そ
が
、
先
に
観
た
外
人
税
務

司

・
総
税
務
司
研
究
を
も
含
め
て
、
近
代
中
閣
外
交
史
研
究
が
笛
面
す
る
最
大

の
課
題
を
わ
れ
わ
れ
に
輿
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
統
一
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ヘ
ン
戟
宇
に
到
る
中
英
通
商
閥
係
史
に
於

い
て
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
た
の
は
ア
ヘ
ン
貿
易
で
あ
り
、
ま
た
中
英
聞
の

武
力
衝
突
(
ア
ヘ
ン
紛
争
)
を
惹
起
し
た

直
後
原
因
も
ア
ヘ
ン
問
題
で
あ
っ

た
。
こ
の
鮎
は
研
究
者
の
統
一

的
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
ア
ヘ
ン

戦
字
の
歴
史
的
意
義
を
規
定
す
る
根
本
原
因
と
し
て
、
ア

ヘ
ン
を
重
視
す
る
立

場
と
比
較
的
に
軽
視
す
る
立
場
と
に
大
き
く
分
れ
て
い
る
研
究
状
況
が
あ
る
。

今
、
銀
に
前
者
を

「
重
視
論
」
、
後
者
を
「
軽
視
論
」
と
呼
ぶ
。

ま
ず
「
重
視
論
」
は
、
中
英
一
閥
係
を
基
本
的
に
は
封
建
主
義
一位
曾
と
資
本
位

義
祉
曾
と
の
樹
立
と
把
握
し
、
特
に
資
本
主
義
の
侵
略
的
性
絡
を
強
調
す
る
。

こ
の
立
場
に
あ
っ
て
は
、
ア
ヘ
ン
こ
そ
が
笛
該
段
階
に
於
け
る
資
本
主
義
の
侵

略
を
具
現
化
し
た
も
の
と
観
て
、
中
英
聞
の
基
本
矛
盾
と
し
て
の
ア
ヘ
ン
を
重

視
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ヘ
ン

・
ア
ロ

l
雨
戦
争
期
を
資
本
主
義
の
侵
略

と
い
う
一
貫
し
た
観
座
か
ら
把
握
す
る
と
同
時
に
、
一
八
五
四
年
に
試
み
ら
れ

た
係
約
改
正
交
渉
で
イ
ギ
リ
ス
が
ア
ヘ
ン
貿
易
の
合
法
化
を
要
求
し
、
一
八
五一

八
年
に
取
極
め
ら
れ
た
天
津
線
約
附
脇
通
商
税
則
に
よ
っ
て
ア
ヘ

ン
貿
易
が
合

法
化
さ
れ
た
経
緯
を
重
税
し
て
、
ア
ヘ
ン
戟
容
を
「
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
宗
」
、

ア
ロ
ー
戦
宇
を
「
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

「
重
視
論
」
は
亦
、
外
開
資
本
主
義
の
侵
略
に
針
す
る
統
治
者
階
級
と
中
国

人
民
の
針
路
の
相
違
を
峻
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
統
治
者
階
級
内
に

一
部
の

@
 

「
抵
抗
波
」
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
投
降
板
」
(
H
満
洲
統
治
者
階
級
〉

の
「
賀
緋
」
的
制
到
底
を
指
摘
し
、
他
方
、
中
岡
人
民
に
よ
る
「
反
英
闘
争
」H

@
 

「
反
侵
略
陶
宇」

を
高
く
評
領
す
る
。
そ
し
て
、
ア
ヘ
ン
職
容
を
以
て
、
中
園

枇
曾
の

「
牢
封
建
中
十
植
民
地
化
」
並
び
に
中
関
人
民
の
「
反
封
建
反
帝
運
動」

@
 

の
開
始
、
つ
ま
り
中
闘
近
代
史
の
開
始
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

「
軽
視
論
」

に
移
ろ
う
。

「
軽
視
論
」
に
あ
っ
て
も
ア
へ
ン
貿
易
の
重
要
性

と
ア
ヘ
ン
戟
字
の
直
接
原
因
と
し
て
の
ア
ヘ
ン
問
題
に
つ
い
て
異
論
が
な
い
こ

と
は
先
に
述
べ
た
。

で
は
、
ア
ヘ
ン
載
容
の
真
因
は
何
庭
に
あ
っ
た
と
観
る
の

だ
ろ
う
か
。

「
軽
視
論
」
は
世
田
該
段
階
に
於
け
る
中
英
関
係
の
基
本
を
異
質
な
「
鱒
制
」

の
接
燭
・針
立
と
把
え
る
。
異
質
な
「
僚
制
」
の
針
立
と
は
よ
り
目
穴
鵠
的
に
は
、
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イ
ギ
リ
ス

に
代
表
さ
れ
る
自
由
貿
易
主
義
・
近
代
園
際
閥
係
と
清
朝
中
園
の
濁

占
的
な
蔚
東
公
行
制
度
・中
華
意
識
的
外
交
と
の
針
立
、
或
は
「
隊
約
健
制
」
と

「納
責
憾
制
」
と
の
封
立
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
ア
ヘ
ン
問
題
は
か
か
る
異

質
な

「
組
制
」
の
樹
立
を
爆
昨
日
せ
し
め
た
火
花
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
す
る
。

し

た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
か
ら
槻
た

ア
ヘ
ン
戦
字
は
「
第
一
次
中
英
取
手
」
、
ア

ロ
l
m相
手
は

「
第
二
次
中
英
戦
宇
」
と
命
名
さ
れ
、
ま
た
、
南
京
阪
約
に

つ
い

て
は
、
そ
の
不
卒
等
性
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
の
隊
約
に
よ
っ
て
中
闘
を

「
朝
貢

健
制
」
か
ら
「
縦
約
惚
制
」
に
移
行
せ
し
め
た
と
む
し
ろ
積
概
的
に
許
値
す
る

@
 

面
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
ア
ヘ
ン
理
解
に
如
貨
に
あ
ら
わ
れ
た
近
代
中
関
(
外
交
〉
史
理
解
の

相
違
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
先
に
外
人
税
務
司
・

線
税
務
司

理
解
に
観
た
異
な
る
二
見
解
も
亦
、
こ
の
よ
う
な
よ
り
根
本
的
な
理
解
の
相
違

に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
と

も
あ
れ
、
外
交
史
研
究
が
笛
面
す
る
課
題
は
、
そ
れ
が
根
本
に
係
わ
る
だ
け
に

重
大
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
課
題
を
如
何
に
克
服
す
べ
き
で
あ
る
う
か
。

「
制
収
税
論
」
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
近
代
に
於
け
る
中
園
と
欧
米
と
の
閥
係

は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
様
々
な
面
に
亙
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
異
質
な

「
飽
制
」
の
接
働
と
全
観
的
に
把
渥
す
る
こ
と
白
鶴
は
正
し
い
し
、
ま
た
充
分

意
味
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
要
は
か
か
る
研
究
上
の
観
貼
が
中
間
近
代
史
研
究

に
ど
こ
ま
で
有
数
か
と
い
う
鮎
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
面
的
な
闘
係
の
中
で
中

関
近
代
史
を
基
本
的
に
規
定
す
る
針
立
貼
は
何
廃
に
あ
っ
た
か
が
と
り
わ
け
問

題
と
な
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
中
英
闘
係
の
基
本
は
そ
の
通
商
(
経

済
)
閥
係
に
あ
っ
た
。
目
六位
的
に
い
う
な
ら
、

骨
回
該
段
階
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス

は
中
園
の
市
場
性
|
|
就
中
、
棉
製
品
の
輪
出
と
茶
の
輸
入
ー
ー
に
着
目
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
園
「
穆
制
」
の
醤
一
回
の
異
質
性
は
、
中
園

市
場
に
削
到
す
る
高
い
イ
メ
ー
ジ
と
楠
製
品
倫
出
の
不
振
と
い
う
現
賓
の
ギ
ャ
ノ

プ
と
し
て
認
識
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
「
朝
貢
緯
制
」
が
大
衆
消
費
製
品
で
あ
る

棉
製
品
の

輸
出
に
不
都
合
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、

イ
ギ
リ
ス
が
か
か
る

「
鰻
制
」
の
打
肢
を
目
差
し
た
最
大
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

で
は
、

経
済
面
で
の
針
立
を
主
要
内
容
と
す
る
「
慢
制
」
的
針
立
の
中
で
、

ア
ヘ
ン
は
躍
に

コ
ッ
プ
の
水
を
盗
れ
さ
せ
た
最
後
の
一
滴
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の

で
あ
る
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
ヘ
ン
は
棉
製
品
輸
出
の
不

振
に
苦
悩
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
針
中
岡
貿
易
に
於
け
る
帳
尻
決
済
手
段
と
し
て
輸

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
ア
ヘ
ン
こ
そ
、

「
重
一税
論
」
が
主
張
す
る
よ

う
に
中
英
経
済
閥
係
の
矛
盾
を
端
的
に
表
現
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
と
同
時
に
、
ア
ヘ
ン
貿
易
は
イ
ギ
リ
ス

の
イ
ン
ド
政
阪
の
重
要
な
財
源
で

あ
っ
た
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
工
業
製
品
需
要
の
か
な
り
の
部
分
が、

イ
ン
ド
に
於
け
る
ア

ヘ
ン
生
産
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

中

英
関
係
は
商
閣
の
経
済
閥
係
を
基
礎
に
把
爆
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
お
不
充
分
で

あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
形
成
と
の
閥
連
の
中
で
理
解
さ
れ
て
こ
そ
、
は

@
 

じ
め
て
貨
の
全
摺
像
を
階
成
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

「
磁
観
論
」

の
所
謂
「
自
由
貿
易
主
義
」
が
生
産
力
格
差
を
前
提
と

す
る
イ
ギ
リ
ス

に
よ
る

「
澗
占
」
と
他
闘
の
「
従
属
」
を
本
質
的
に
意
味
す
る

e
 

こ
と
に
つ

い
て
は
、
既
に

マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
所

謂
「
近
代
閥
際
関
係
」
、
「
係
約
慨
制
」
も
欧
米
資
本
主
義
の
世
界
市
場
形
成
と

の
連
闘
の
中
で
把
掻
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

「
係
約
値
制
」
も
不
卒
等
だ
が
、
「
朝

@
 

貢
鰻
制
」
も
や
は
り
不
一
件
等
で
あ
っ
た
と
い
う
が
如
き
は
、
あ
ま
り
に
も
皮
相

な
把
揮
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
関
連
し
て
筆
者
は
、
近
代
間
際
法
の
成
立
過
程
が

ヨ
ー
ロ

ッパ

に
於
け
る
資
本
主
義
の
愛
遂
と
密
接
に
関
係
し
、
@
し
か
も
そ
れ
が

あ
く
ま
で
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
中
心
の
法
秩
序
髄
系
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
記
し
て
お
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き
た
い
。

以
上
、
筆
者
は
ア
ヘ
ン
理
解
を
綴
る
「
重
視
論
」
と
「
軽
鵡
論
」
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
そ
れ
が
本
質
的
に
は
近
代
中
園
(
外
交
)
史
に
針
す
る
理
解
の

相
違
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
閣
の
封
外
関
係
を
総
観
的
に
把

ら
え
る
と
い
う
幅
脆
い
視
角
を
持
ち
な
が
ら
も
、
「
重
観
論
」
が
指
摘
す
る
と

こ
ろ
の
西
欧
資
本
主
義
の
侵
略
性
と
そ
れ
に
伴
な
う
中
園
市
場
の
従
腐
化
と
い

う
重
要
な
経
済
的
側
面
を
軽
視
す
る
「
軽
耐
論
」
は
正
世
田
に
批
判
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
批
判
は
、
所
謂
「
近
代
闘
際
闘
係
」
、
或

い
は
線
税
務
司
理
解
か
ら
判
断
し
て
「
軽
制
論
」
の
立
場
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

坂
野
氏
に
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
氏
の
線
理
街
門
に
針
す

る
把
握
は
、
や
や
制
度
史
的
理
解
に
傾
い
た
嫌
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
重
税
論
」
の
立
場
か
ら
観
れ
ば
、
総
理
街
門
に
つ
い
て
も
亦
濯
っ
た
理
解
が

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
中
闘
外
交
史
を
考
え
る
際
、
内
政
と
外
政
を
相
互

連
閥
的
に
把
揮
す
る
た
め
に
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
太
卒
天
国
(
一
八
五

O

J
六
四
年
)
の
存
在
で
あ
る
。
太
卒
天
国
と
の
閥
連
に
力
黙
を
置
い
た
外
交
史

研
究
と
し
て
、
鈴
江
言
一
「
太
卒
天
国
と
外
国
関
係
」
(『
満
銭
調
査
月
報
』
第

一
四
谷
第
一

O
腕
、
一
九
三
四
〉
、
私
永
肇

「大
卒
天
国
外
交一
史
論
」
(
『蓋
北

帝
大
文
政
同
学
部
政
謬
科
研
究
年
報
』
第
七
放
、

一
九
四

一
)
、
鈴
木
従
道
「
太

卒
天
国
の
外
国
関
係
」
(
『
史
皐
』
第
一
一
一
容
第
二
鋭
、
一
九
四
三
)
、
外
山
軍

治
「
上
海
道
事
一
呉
健
彰
」
(
『
皐
海
』
第
一
容
第
七
鋭
、
一
九
四
四
)
、

同
「
上

海
の
紳
商
錫
坊
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
九
銭
第
四
鋭
、
一
九
四
五
)
、
同
『
太

卒
天
国
と
上
海
』
(
高
桐
書
院
一
九
四
七
)
、
同
「
太
一や
蹴
に
於
け
る
清
朝
の

外
闘
に
針
す
る
援
助
要
請
」
(『
史
林
』
第
一
三
省
第
三

・
四
鋭
、
一
九
四
九
円

植
田
捷
雄
「
太
卒
飢
と
外
園
」
(
『
図
家
翠
曾
雑
一誌』

第
六
二
容
第
九
鋭
、
問
答

第

一二
挽
、
第
六
三
省
第
一

・
二
・
三
鋭
、

一
九
四
八

l
四
九
)
、
坂
野
前
掲
論

文
「
『
総
理
街
門
』
設
立
の
背
景
」
、

』

ω・。
Z
問。『ア

C
2
ミ
出
ミ
宮
古
島
ミ

忌
同
p

e
s
h
h
(
Pロ
Z
『
F
呂田由
)
・

ω・
J

「
・
、『
宮
町

(
郵
嗣
馬
γ

コwh

同

4
3
Y詰
h
h
~
sh
s
b
苫
白
諸
民
同
芯
唱
で
ご
た
芸
、白臣
、同
『同

~
h
n
q
w
ミ
ミ
』w
g
ht世
間

'同居『
t
h
k
(O
M
同O
E
-
-也吋同
)、川同盟叫酌
p

n
E
S
wh
H
a
h
b
¥
H
V
ミ
公
司
ミ
民
主
白
ミ

E
M民
的

H
b
w
R同
E
H
F
同
h
b
宮、ミ回、
bwHhHN同
て
と
な
い
官
・
』
h
u
o
l
~ha仏
(『中
央
研

究
院
近
代
史
研
究
集
刊
』
第
二
期
、
一
九
七
一
)
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
総
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
封
太
卒
天
国
政
策
の
解
明
を
目
差

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
植
田
氏
は
イ
ギ
リ
ス
の
封
太
卒
天
国
政
策
の
嬰

濯
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
加
熱
闘
心
乃
至
漠
然
と
し
た
期
待
の
時
期
(
一
八
五
O
l

五
三
年
〉
、
中
立
政
策
(
一
八
五
三

l
六
O
年
)
、
干
渉
政
策

(
H
清
朝
援
助
)

(
一
八
六

O
J六
四
年
)
と
三
百四
分
さ
れ
た
が
、
こ
の
分
期
法
に
は
そ
の
後
の

諸
研
究
者
も
基
本
的
に
同
意
し
て
い
る
。
次
に
坂
野
氏
は
、
植
臼
訟
を
総
承
し

つ
つ
、
中
立
政
策
は
清
朝
に
「
好
意
的
な
中
立
」
で
あ
る
と
し
て
中
立
政
策
の

本
質
を
よ
り
明
確
に
し
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
封
清
朝
援
助
は
清
朝
政
府
強
化

の
観
鮎
に
よ
り
、
必
ず
北
京
政
府
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
べ
き
と
決
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
l
氏
は
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
に
よ
っ
て

劉
太
卒
天
国
政
策
の
愛
濯
を
よ
り
詳
細
に
跡
づ
け
る
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
が

干
渉
に
踏
み
切
っ
た
理
由
を
検
討
さ
れ
、
干
渉
は
基
本
的
に
は
在
華
イ
ギ
リ

ス
人
の
生
命
並
び
に
権
盆
の
保
護
に
限
定
さ
れ
た
防
術
で
あ
っ
た
と
論
じ
ら
れ

た
。
ま
た
部
氏
は
、
太
卒
天
国
を
包
括
的
に
考
察
す
る
中
で
特
に
外
図
と
の
関

係
を
重
視
し
、
坂
野
氏
の
所
謂
「
好
意
的
中
立
」
を
係
約
改
正
交
渉

(
一
八
五

四
年
)
と
閥
速
さ
せ
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
太
卒
天
国
の
存
在
を
利
用
し

て
清
朝
よ
り
多
く
の
譲
歩
を
獲
得
し
え
た
イ
ギ
リ
ス
の
巧
み
な
外
交
、
イ
ギ
リ

ス
の
援
助
に
射
す
る
曾
闘
藩
の
反
針
な
ど
を
指
摘
さ
れ
弘

。3。，“
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最
後
に
、
こ
の
時
期
の
異
色
な
研
究
と
し
て
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
〈
一
八
五
三

|
五
六
年
)
が
極
東
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
倒
す
る
研
究
を
紹
介
し
よ
う
。
古
く

は
奥
卒
武
彦
「
ク
リ
ミ
ア
載
容
と
極
東
」
付
口

(『
閥
際
法
外
交
雑
誌
』
第
三
五
谷

第
一
腕
、
同
容
四
腕
、
一
九
三
六
)
、
外
山
軍
治
「
上
海
と
ク
リ
ミ
ア
戦
争
」
(
『
撃

海
』
第
四
谷
第
一
…
腕
、

一
九
四
七
〉
、
最
近
で
は

』
]
臼
3
E
p
z叶
宮

(リユB
E口
語

R

E

5
0
司

R
HW
Et
-
ミ
ミ
ミ
記
与
と
き

匂
え
な
ア
〈
。
一-

ω・
2
0
・
ω
(H
83
、
中
山
治
一
「
ク
リ
ミ
ア
間
以
字
と
東
ア
ジ
ア
」
(『
史
林
』

第
五
七
谷
第
五
鋭
、

一
九
七
四
)
が
あ
る
。
ま
た
時
期
は
少
し
前
に
な
る
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
座
東
へ
の
波
紋
に
つ
い
て
は
、
中
江
健
三
「
↓
茄
一
成
年
間
の

英
闘
の
一伐
門
占
領
に
つ
い
て
」
(
『
史
淵
』
第
一
九
腕
、
一
九
三
八
〉
、
同
「
嘉

慶
年
聞
の
政
門
占
領
に
つ
い
て
」
村
口
臼
(
『
歴
史
与
研
究
』
第
九
谷
第

一
O

鋭
、
第

一
O
将
第
二
鋭
、
同
省
第
三
腕
、
一
九
三
九
J
凶

O
)
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
が
示
唆
す
る
こ
と
は
甚
だ
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代

中
間
外
交
史
の
見
逃
し
得
な
い
側
面
と
し
て
、
資
本
主
義
の
不
均
等
設
展
と
い

う
経
消
的
法
院
に
裏
付
け
ら
れ
た
復
維
な
開
際
関
係
の
う
ち
に
中
闘
が
谷
き
込

ま
れ
た
貼
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一

例
を
あ
、
け
れ
ば
、
ア
ロ

l
戦
宇

に
於
け
る
英
俳
迎
合
の
説
明
と
し
て
、
従
来
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
ア
ロ
1

鋭
事
件

が
、
フ

ラ
ン
ス
に
は
シ
ャ
プ
ド
レ
l
ヌ
紳
父
殺
害
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
に
止

ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
笛
時
の
英
例
闘
係
全
館
の
中
で
考
察
さ
れ
ね
は

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
首
時
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ

レ
オ
ン

三
世
の
外
交
政
策
は

ウ
ィ
ー

ン
係
約
(
一
八
一
五
年
)
で
定
め
ら
れ
た
闘
境
の
修
正
を
目
標
と
し、

そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
の
中
立
化
、
或
は
針
英
同
盟
の
保
持
を
基
本
方
針
と
し
て

@
 

い
た
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ク
リ
ミ
ア
刑
判
宇
へ
の
参
加
、
英
帥
開
通
商
係

約
締
結
(
一
八
六

O
年
)
と
と
も
に
、
針
中
間
戦
争
に
於
け
る
英
悌
迎
合
の
歴

史
的
背
景
も
始
め
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
世
田
該
段
階
に
於
け
る
中
闘
を
綴
る
闘
際
関
係
は
、
〈
欧
米
列
強
V

針

〈
中
闘
〉
と
い
う
側
面
と
と
も
に
、
列
強
聞
の
針
立
・
同
盟
闘
係
が
中
間
に

於
い
て
展
開
さ
れ
る
と
い
う
側
面
を
も
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
天
津
線
約
、

北
京
協
定
の
規
定
に
よ
り
外
交
使
節
の
北
京
駐
制
機
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
は、

か
か
る
複
雑
な
闘
際
闘
係
が
北
京
の
外
交
界
で
繰
り
底
げ
ら
れ
始
め
た
こ
と
を

意
味
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

観
熱
か
ら
す
る
研
究
は
従
来
あ
ま
り
な

く
、
今
後
の
研
究
が
一
一
盾
笠
ま
れ
る
。

ア
ヘ
ン

・
ア
ロ
l
爾
職
事
期
の
中
英
側
係
を
中
心
に
、
以
上
、
近
代
中
闘
外
交

史
の
研
究
取
況
を
概
観
し
た
。
こ
の
時
期
に
於
け
る
外
交
史
研
究
は
か
な
り
の

蓄
積
が
あ
り
、
特
に
近
年
、
中
英
双
方
の
新
史
料
を
剃
使
し
た
詳
細
な
個
別
的

研
究
が
滋
表
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
か
か
る
賃
設
的
研
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
小
論
が
ア
ヘ

ン
問
題
理
解
を
手
掛
り

に
提
示
し
た
よ
う
に
、
躍
に
外
交
史
に
止
ま
ら
ず
中
岡
近
代
史
理
解
に
も
係
わ

る
方
法
論
上
の
懸
隔
が
般
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

近
代
中
間
外
交
史
研
究
が
中
闘
近
代
史
を
線
健
と
し
て
把
援
す
る
た
め
に
行
な

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
確

認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
研
究
の
今
日
的
欣
況
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
り

具
健
的
に
い
う
な
ら
ば
、

中
山
犬
閥
係
を
経
機
的
基
礎
の
上
に
考
察
す
べ
き
こ

と、

そ
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
形
成
と
の
闘
連
の
中
で
理
解
す
べ
き
こ

と
、
中
闘
の
内
政
及
び
中
闘
を
綴
る
閥
際
関
係
に
も
留
意
す
べ
き
こ
と
、

以
上

が
外
交
史
研
究
の
笛
面
す
る
方
法
論
上
の
基
本
課
題
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

か
か
る
税
黙
を
踏
ま
え
た
研
究
は
隣
接
諸
分
野
と
も
密
接
に
係
わ

っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
し
、
従
来
の
外
交
史
範
院
で
は
も
は
や
把
え
き
れ
な
い
も
の
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
最
後
に
提
言
し
て
お
き
た
い
。
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向
、
小
論
で
は
中
英
閥
係
を
中
心
と
し
た
た
め
、
ア

メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
等
、
近
代
中
圏
外
交
史
研
究
に
飲
く
こ
と
の
で
き
な
い
図
々
に
つ
い
て

は
言
及
で
き
な
か
っ

た
。
笛
該
段
階
の
中
圏
外
交
史
が
中
英
関
係
を
主
軸
に
し

た
と
は
い
え
、
か
か
る
不
充
分
さ
は
筆
者
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
鮎

も
含
め
て
、
小
論
に
削
到
す
る
讃
者
諸
兄
の
忌
侮
な
い
御
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ

る
。註①

牧
野
義
相
官

『支
郷
外
交
史
』
(
金
港
堂
書
広
一
九
一
四
)
、
橋
本
増
士
口

『
支
那
の
外
交
関
係
』
付
(外
交
時
報
枇
一
九
二

O
)、
酒
藤
良
術

『
支

那
闘
際
関
係
概
観
』
(
闘
際
聯
明
皿
協
曾
一
九
二
六
)
、
同
『
近
世
東
洋
外

交
史
序
説
』

(
縦
松
堂

一
九
二
七
)
、
窪
田
文
三
「
支
那
外
交
通
史
』

(
三
省
堂
一
九
二
八
〉
、
稲
坂
砧

『
近
世
支
郊
外
交
史
』
(
明
治
大
型
出

版

部

一

九
三
O
)
な
と
。

②

向、

『
常
緋
夷
務
始
末
』
を
利
用
し
た
中
国
で
の
先
駆
的
研
究
に
、
蒋
廷

献

「
碕
善
輿
回
初
片
餓
手
」
(『
清
華
療
報
』
第
六
経
第
三
期、

一
九
一一一
一)、

陶
元
珍
「
讃

『碕
善
典
鳩
片
載
容
』
」
(『
大
公
報
闘
書
副
刊
』
第
七
七
刻
、

一
九
三
五
)
、
夏
矧
「
鴻
片
戦
争
中
的
天
津
談
判
」
(『外
交
月
報
』
第
四

谷
第
四
期
、

一
九
三
四
)
が
あ
る
。

①
植
回
捷
雄

『在
支
列
闘
機
盆
概
論
』
(
般
松
主
一
九
三
九
)
、
同
『
支

那
に
於
け
る
租
界
の
研
究
』
(
縦
松
堂

一
九
四
一
)
。
向、

ア
ヘ
ン

・
ア

ロ
I
雨
戦
争
期
の
概
説
書
と
し
て
『東
洋
外
交
史
概
説
|
|
中
園
開
園
編
』

(
日
光
書
院

一
九
四
八
)
が
あ
る
。

④

向
、
一

九
五
四
年
に
ア
ヘ
ン
戦
宇
の
史
料
集
と
し
て
、
諸
問
思
和
(
等
)

『国
制
片
戟
宗
』
全
六
冊
(
一
柳
州
闘
光
枇
〉
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
佐
々

木
正
哉
氏
は
イ
ギ
リ
ス
の
外
務
省
保
存
記
録
の
中
か
ら
義
見
さ
れ
た
漢
文

文
書
を
集
め
た
新
史
料
集
と
し
て
、
『務
片
戟
手
前
中
英
交
渉
文
書
』
(出駅

南
堂
一
九
六
七
〉
、
及
び
『
岡
崎
片
戦
争
の
研
究

・
資
料
篇
』
(東
京
大
皐

出
版
曾
一
九
六
四
)
を
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ

い
て
は
、
次

掲
の
坂
野
正
高
「
政
治
外
交
史
|
|
清
末
の
根
本
資
料
を
中
心
と
し
て
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤

最
近
で
は
、
論
文
集

『近
代
中
閣
外
交
史
研
究
』
〈
岩
波
書
広

一
九

七
O
)、
外
交
史
研
究
の
理
論
的
枠
組
み
を
吸
わ
れ
た

『現
代
外
交
の
分

析
|
|情
報

・
政
策
決
定

・
外
交
交
渉
』

(
東
京
大
間
半
出
版
曾

一

九
七

一
)
、
高
度
の
概
説
書
『
近
代
中
関
政
治
外
交
史
|

|
ヴ
ァ
ス

コ
・
ダ
・

ガ
マ
か
ら
五

・
四
運
動
ま
で
』
(東
京
大
翠
出
版
曾
一
九
七
三
)
、
根
木

資
料
の
詳
し
い
解
説
「
政
治
外
交
史
|
|
消
末
の
根
本
資
料
を
中
心
と
し

て
」
(
坂
野
正
高

・
田
中
正
俊
・
術
藤
総
合
共
編

『
近
代
中
関
研
究
入
門
』

東
京
大
型
出
版
曾
一
九
七
四
)
を
毅
表
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
外

交
史
専
攻
者
の
必
見
の
書
で
あ
る
。

⑤

張

忠

紋

「回
初
片
戦
前
消
廷
俳
壇
外
交
之
機
閥
奥
手
続
」
(『外
交
月
報
』

第
二
省
第
二
期
、
一
九
三
三
)
、
同

「
務
片
戦
争
至
英
法
聯
寧
期
中
清
廷

緋
理
外
交
之
機
闘
輿
手
綴
」
(
『外
交
月
報
』
第
二
谷
第
五
期
、

一
九一
一一

三
)
、
同

「総
理
街
門
之
縁
起
」

(『外
交
月
報
』
第
三
谷
第

一
期、

一
九

三
三
)
、
陳
文
進
「
清
代
之
総
理
街
門
及
其
経
費
」
(
『
中
悶
近
代
経
済
史
研

究
集
刊
』
第
一
省
第
一
期
、

一
九
三
二〉
、
陳
健
強

『
中
園
外
交
行
政
』

(
商
務
印
書
館

一

九

四
三
)
、

ω・
ζ
・
玄

gm-
一
コ
芯
叫
，g
p四
止

ぺ
白
-

S

S悼
~
同
な
。
、

h
S
HH
N白
HHq詰
白
話
丸

、

ミ

悼
円
円
札
口
ま

(
の

ω
ヨ
Z
E
m
p
p白州
wa-
-

H
由
白
N
〉

⑦
坂
野
前
掲

「
『
総
理
街
門
』
設
立
の
背
景
」

H

頁
一二
O
。

③
宮
崎
市
定
「
英
例
聯
合
軍
の
北
京
侵
入
事
件

1
4に
主
戦
論
と
卒
和

F
h
l
u
 。，u
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品
川
」
(『
東
亜
研
究
所
報
』
第
二
四
鋭
、
一
九
四
一
三

⑨
術
藤
鴻
士
ロ

「ミ

ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
に
つ
い
て
」
(『
東
洋
文
化
』
第
二

O

腕
、
一
九
五
六
)

⑪
田
中
正
俊
「
西
欧
資
本
主
義
と
醤
中
闘
吐
曾
の
解
憾
|
|
『
ミ
ッ
チ
ェ

ル
報
告
書
』

を
め
ぐ
っ
て
||
」
(
稿
島
正
夫
編

『仁
井
田
陸
博
士
追
悼

論
文
集
第
一
谷
前
近
代
ア
ジ
ア
の
法
と
佐
倉
』
動
草
書
房

一
九

六
七
)

⑪
坂
野
良
土
日
「
中
闘
近
代
|
l中
十
他
民
地
位
曾
雌
皮
革
の
把
握
を
め
ぐ
っ
て

|
|
田
中
正
俊
氏
の
一
連
の
研
究
に
よ
せ
て
|

|
」
(『
歴
史
撃
研
究
』
第

三
八
七
腕
、
一

九
七
二
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
坂
野
前
樹
新宿

『
近
代
中
関
政
治
外
交
史
』

頁
二
五
六
。

⑬

同

右

頁

二
五
七
。

⑬

同

右

頁

二
三
三
、
二
七
四。

⑮
中
関
近
代
史
の
起
鮎
に
つ
い
て
は
、

一
九
五

0
年
代
よ
り
中
闘
で
行
な

わ
れ
た

「
中
闘
近
代
史
分
則
問
題
」
及
び
「
資
本
主
義
萌
芽
問
題
」
で
も

討
論
さ
れ
た
が
、
一
般
に
は
ア
ヘ
ン
戦
争
を
起
貼
と
す
る
説
が
有
力
で
あ

る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
問
中
正
俊
「
中
闘
枇
曾
の
解
協
と
ア
ヘ
ン
殿
宇
」

(
務
波
部
座

『
世
界
歴
史
』
第
一
二
容
岩
波
書
庖
一
九
七
一
)
頁
二

一
一l
l
二
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮

佐

々
木
正
哉
「
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
||
ア
ヘ
ン
載
容
へ
の
過
程
」
(
援

一
錐
編

『
西
欧
文
明
と
東
ア
ジ
ア
』
卒
九
社
一
九
七
一
)
は
、
銀
銭

比
例
聞
の
問
題
を
も
含
め
て
こ
の
時
期
に
闘
す
る
秀
れ
た
概
説
で
あ
る
。

⑫
山
問
、
東
イ
ン
ド
曾
枇
の
中
関
貿
易
獅
占
楠
撒
怖
は
よ
り
ア
ロ
l
戦
争
に
至

る
ま
で
の
英
閑
側
の
事
情
を
取
扱
っ
た
研
'究
と
し
て
、
さ
・
。
・
の。
2
5
・

C
ミ
ミ
』
凶
三
芯
言

白詰hH
n
p
S
F

~
E
L
W
|
』白血。ハ
O
U
K
2
L
-
H由
ω吋
〉
が

一
詳
し
い
。

⑬

田

中

正
美
氏
に
は
「
阿
片
戦
宇
前
に
お
け
る
『
漠
好
』
の
問
題
」

(『東

京
教
育
大
盤
文
閉
宇
部
紀
要
』
第
四
六
鋭

〔史
皐
研
究
〕
、
一

九
六
四
円
「
阿

片
賊
宗
と
漢
好
」

(『
雌
史
叡
育
』
第
一

一二
容
第

一一腕、

一
九
六
五
)
が
あ

り
、
「
漢
好
」
を
華
南
沿
海
地
方
の
枇
曾
経
済
的
矛
盾
と
の
閥
速
で
考
察

さ
れ
て
い
る
。

⑬
向
、
近
年
、
縦
約
を
中
心
と
し
た
外
交
史
の
紙
読
書
と
し
て
、
植
田
捷

雄

『東
洋
外
交
史
』
出

m
(東
京
大
皐
出
版
曾
一
九
六
九
、
一
九
七
四
)

が
出
版
さ
れ
た
。

③
「
霊
観
論
」
の
立
場
か
ら
、
ア
ヘ

ン
戦
争
も
含
め
て
中
闘
近
代
史
を
通

観
し
た
研
究
と
し
て
、

活
文
澗

『中
関
近
代
史
』
上
冊

(
人
民
出
版
祉

一
九
四
七
)
、
胡
縄

『
帝
闘
主
義
輿
中
関
』
(
三
聯
書
庖
一

九
四
九
)
、

丁
名
楠
ハ
等
)
『
帝
闘
主
義
侵
華
史
』

等
一
容
(
人
民
出
版
社

一
九
六

一
〉
が
あ
る
。
向
、
こ
の
立
場
か
ら
の
ア

ヘ
ン
職
手
史
研
究
と
し
て
は
、

純
正
鵠
前
掲
警
の
ほ
か
、
丁
名
楠
(
等
)
「
第
一
次
回
相
片
戦
字
|
|
外
闘
資

本
主
義
侵
略
中
闘
的
関
端
」
(『中
図
利
息
寸
院
歴
史
研
究
所
第
三
所
集

刊
』
第

一
期
、
一
九
五
四
)
、
論
文
集
と
し
て
、
列
島
編

『鶴
片
毅
字
史

論
文
専
集
』
(
三
聯
書
庖

一

九

五
八
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
最
近
で
は
、

天
野
一冗之
助
「
ア
ヘ
ン
職
手
」
(
『
迫
手
門
息
子
院
大
祭
文
聞
学
部
紀
要
』
第
二

鋭
、
一
九
六
八
)
、
中
関
近
代
史
叢
書

『
残
片
戦
争
』

(
上
海
人
民
出
版

佐

一
九
七
二
〉
が
あ
る
。

@
活
文
糊
前
掲
書
頁
六

O
。

②
「
重
観
論
」
の
立
場
か
ら
は
中
閣
内
部
の
「
問
貝
緋
」
的
階
'
級
に
関
す
る

研
究
も
盛
ん
で
、
賞
選
峰

「
閥
子
留
中
間
買
鱗
階
級
的
研
究
」
(『
歴
史
研

究』

一
九
六
四
年
第
三
期
)
、
同
「
帝
闘
主
義
侵
略
中
閥
的

一
筒
重
要
支

-126ー
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柱
|
|
買
緋
階
級
」
(
『
歴
史
研
究
』

一
九
六
五
年
第
一
期
)
、
注
敬
虞
「
十

九
世
紀
外
因
企
業
中
的
華
商
附
股
活
動
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
五
年
第

四
期
〉
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
「
反
英
闘
字
」
に
つ
い
て
は
、
戴
皐
稜

「
爾

衣
組
制
片
職
字
期
間
由
同
東
人
民
的
反
侵
略
闘
宇
」

(『復
旦
拳
報
』
人
文
科

率
、
一
九
五
六
年
第
二
期
〉
、
厳
東
省
文
史
研
究
館
編
『
三
元
里
人
民

抗
英
悶
宇
史
料
』
(
中
華
世
宙局
一
九
五
九
)
、
越
矢
元
コ
エ
元
里
抗
英
起

義
及
其
歴
史
意
義
」
(『歴
史
数
回
宇
』
一
九
六
二
年
第
六
期
)
な
ど
の
ほ

か
、
多
数
あ
る
。

筒
、
日
本
人
の
研
究
に
は
、
鈴
木
中
正
「
清
末
嬢
外
運
動
の
起
源
」
(『
史

翠
雑
誌
』
第
六
二
編
第
一

O
鋭、

一
九
五
三
)
、
寺
廃
映
雄
「
厳
東
に
お

け
る
抗
英
運
動
」
(
『
大
阪
皐
襲
大
事
紀
要
』

ω人
文
科
事

ω、
一
九
五
四
〉

が
あ
り
、
運
動
の
指
導
者
層
の
究
明
を
目
差
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
図
人

研
究
者
の
も
の
と
し
て
、
司
-

d

司副
r
O
B
B
-
』『・・

ω
マg
h間
三
白

H
Hph

c
h
h
h
u
p

丸
三
宮
崎
ロ
ミ
ミ

3
Eミ
r
n宣
言
-
』
EU
|
包
E

S

2・

r
o
-
4
2
ι

問
、
。
臼
〉
ロ
問
。
-
2
・
5
2)
が
あ
る
。

@
活
文
澗
前
掲
書
頁
七
七
。

@
「
軽
視
論
」
の
立
場
か
ら
の
通
史
的
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、

』・穴・

明
色
円
『
曲
ロ
r.
同
，
P
目

匂

苫

HX
h出
句
h
b
町内伺
ミ
ミ

n
p
t
諸白・

ω円L
O
L・
(の削
W
B・

智
正
問
0

・
玄

g
r
H
3
3
が
あ
る
。
向
、
フ
ム
ア
バ
ン
ク
氏
は
「
軽
視

論
」
の
代
表
的
存
在
で
あ
り
、
中
国
固
有
の
闘
際
秩
序
た
る
「
朝
貢
穏
制」

の
研
究
を
精
力
的
に
行
な
わ
れ
、

』
-H内
・
2-円
r
g
r
s
ι
ω
・
Jヘ・
、ロ
ロ
問
-

EO
ロ

p
o
の
7
・5
m
可
5
5
2
u、
ω〕
B
Z
S
J
h白
ミ
晶
、
丸
、
匂
宮
司
、苦品
目
白
¥

hMH白丘町

MHEh叫
に
ア
〈
o--
∞
.
Z
0・
N
(
H宏
Hγ

』
甲
ハ
・
回
り
巳
叫
rEMr-

R

柄、吋ユ
r
c
g『
同
包
含
白
色
2
5
白
.M

Z
-2
0ロ臼者伊丹
r
F
o
J
F
M
7
3

h
，
S
、
N川
島
h
h
h
『誌

C
S
H司、同町三
、
.
〈
。
--
H・
2
0・
N
〈

H宏一
UC・
』
-
H内・

F
Z
s
r
L
L・
-
g
h
n
E是
認
苛
也
、
に
守
吾
、
U
M
3
3
h
S札
口
富
島
町

内

F
E
失
師
、
ミ
ミ
h
s
勾
ミ
ミ
な
ま

(の
曲
目
『
円
丘
町
0

・
玄
曲
師
回
・
・
呂
田
∞
〉
な

ど
を
愛
表
さ
れ
て
い
る
。

②
向
、
ァ
ヘ
ン
戦
争
の
経
済
的
意
義
を
重
税
し
た
先
腐
的
研
究
に
、
宮
崎

其
二
「
ア
ヘ
ン
戟
字
の
経
済
的
意
義
」
(
『
祉
曾
経
済
史
事』

第
二
省
第
二

鋭
、
一
九
三
二
)
が
あ
る
。
ま
た
最
近
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
形
成
と

の
閥
連
か
ら
ア
ヘ
ン
戟
字
を
研
究
史
整
理
的
に
概
説
さ
れ
た
も
の
に
、

田

中
正
俊
前
掲
「
中
国
枇
曾
の
解
穏
と
ア

ヘ
ン
戟
字
」
が
あ
る
。

②

マ
ル
ク
ス

「『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

デ
イ
リ
ー
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
』
紙

一
八
五
八
年
九
月
二
五
日
付
枇
説
」

(大
内
兵
衛
・
細
川
嘉
六
監
詳
『
マ

ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
二
容

大
月
書
広
一
九
六
四
)

頁

五
二
八
。

@

』
・
月内
・
2
=
Z
ロ
r-
己

町
内
室
町
民

的宮町
内的

白
ミ
♀
3
b
L-Hω
吋

@

田

畑

茂
二
郎
『
闘
際
法
』

I

(有
斐
閣

一
九
五
七
)
頁
三
六
l
三

八。

@
向
、
こ
の
問
題
に
闘
す
る
「
重
観
論
」
の
系
列
の
も
の
と
し
て
、
殿
中

卒

「
一
八
六
一
年
北
京
政
後
前
後
中
英
反
革
命
的
勾
結
」
(
『
歴
史
教
事
』

一
九
五
二
年
第
四
、
五
期
)
、
銚
琢

「
太
卒
天
国
革
命
運
動
中
外
闘
資
本

主
義
的
武
装
干
渉
」
(
『歴
史
教
皐
』
一

九
五
四
年
第
八
期
〉、

石
力
成

「従
針
外
閥
係
看
太
卒
天
国
的
悲
劇
」

(『
歴
史
研
究
』
一
九
六
一
年
第
一

期
)
な
ど
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
始
め
と
す
る
外
閣
の
清
朝
援
助
を
列
強

資
本
主
義
と
「
買
緋
」
的
清
朝
政
府
の
結
合
と
理
解
し
て
い
る
。

③
本
池
立
「
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
か
ら
第
三
帝
政
へ
」
(
岩
波
講
座
『
世

界
歴
史
』
第
二

O
谷

岩

波
書
広

一
九
七

一
)
頁
五
五
|
五
七
。
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